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研究の動機 
　ファッションやロゴなどは色で印象が変化するので、
使用する色やその組み合わせで人からの印象が変化
するのか、印象操作は可能なのかが気になったから。 

先行研究 
 

研究方法 
　①　服の組み合わせを1つ決めてそこに　　　
小物で差し色を入れる。 
　②　差し色に入れた色で人からの印象　　　　
がどのように変わるか調べる。 
　➤　アンケートで先行研究からわかる色　　
の印象の選択肢を作り、選んでもらう。　　
「その他」の欄を作り自由に印象を書い 
　　てもらう。 

必要な道具 
 
　特になし 
c 

仮説 
　色単体が持つ印象がそれを身につけて
いる人の印象にもつながっているのでは
ないか。 

研究計画 
　①　服の組み合わせを決めてそこに小物で差　　　
し色を入れる。（ネクタイ、カバン、ネイル） 
　②　アンケートをとってどの色が一番印象が良　　　
いか調べ、研究結果と先行研究を比較す　　　　
る。 

参考文献 
　色が与えるイメージと効果 

https://www.hp-maker.net/magazine/col
or-image/ 
                                         2023.12.08 

4～5月 
　アンケートを取る 
（１回目） 

6～7月 
　アンケート結果をまとめ
る。 

夏休み 
　アンケート結果と先行研
究を比較する。 

９～10月 
　比較した結果を踏まえ
てアンケートを取る。（２回
目） 

11～12月 
　すべての結果をまとめ
て資料を作成する。 

研究の目的 
　色が人に与える印象について調べることで就職活動や
会食、成人式などの重要な場面で周りからの印象を操
作できるようにするため。 

単色でのイメージ  


